
1985年出上の木簡

滋
賀
。柿
堂
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
滋
賀
県
神
崎
郡
能
登
川
町
大
学
今
字
柿
堂

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年

（昭
５９
）
四
月
―

一
九
八
六
年
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
能
登
川
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
山
本

一
博

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
秀
生
時
代
後
期
、
奈
良
時
代
末
期
を
鎌
倉
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

柿
堂
遺
跡
は
彦
根
市
と
の
境
界
で
あ
る
愛
知
川
と
、
通
称
朝
鮮
人
街
道
と
呼

ば
れ
る
県
道
の
交
差
点
西
側
に
位
置
す
る
。
付
近
に
は
い
わ
ゆ
る
神
崎
郡
条
里

が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
遺
存

し
て
お
り
、
標
高
は
約
九
〇
ｍ

を
測
る
。　
一
九
八
四
年
よ
り
工

場
の
拡
張
工
事
に
伴
う
事
前
発

掘
調
査
を
、
能
登
川
町
教
育
委

員
会
が
実
施
し
て
お
り
、　
一
九

八
六
年
で
終
了
の
予
定
で
あ
る
。

主
な
検
出
遺
構
は
、
条
里
方
向

に
の
っ
と

っ
た
平
安
時
代
後
期

の
溝
跡

・
掘
立
柱
建
物
跡
の
ほ
か
、
弥
生
時
代
後
期
の
自
然
河
道

・
方
形
周
溝

墓
、
奈
良
時
代
末
期
を
平
安
時
代
前
期
の
自
然
河
道
で
あ
る
。
木
筒
は
、
こ
の

河
道
よ
り
二
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
・□〔臥
妃
織
主
寸
□
＜
」

・
□
□

小
白
在
　
＜
」
　

　

　

　

　

　

　

　

牌∞望
ω聟
∞
轟

ま
ず
文
字
は
表
裏
両
面
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
木
簡
の
形
態
と
文
字
の
関

係
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
は
セ
ッ
ト
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
長
方
形
の
材

の
一
端
を
尖
ら
せ
、
他
端
の
側
面
の
一
方
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
こ
の
形
態
は

完
形
品
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
偏
を
欠
く

「綿
織
」
の
文
字
は
、
こ
の

木
簡
が
本
来
も
う
少
し
巾
の
広
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
ま
た

「
小
白
在
」
は
ほ
ば
中
央
に
位
置
す
る
も
の
の
、

「綿
織
」
な
ど
と
同

一
人
の

手
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て

「綿
織
」
で
あ
る
が
、
綿
織
主
寸
□
と
い

う
人
名
の
可
能
性
も
あ
り
、

『
日
本
書
紀
』

天
智
天
皇
四
年
二
月
条
の

「
以
ニ

百
済
百
姓
男
女
四
百
余
人
一
居
ゴ
子
近
江
国
神
前
郡
こ

と
の
関
連
が
考
え
ら
れ

る
ほ
か
、
付
近
に
鎮
座
す
る
西
郡
神
社
と
音
が
共
通
す
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

（山
本
一
博
）

(彦根西部)




